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藤井敬二本

l はじめに

人類がメソポタミアの北部に原始的な社会を築き始めたのは一万年から二万五千年前位といわれて

いる O それ以来人類は、地球上の自然は永遠であると信じ、何千年にもわたり激しい自然環境の中で

より良い生活を求めて営々と努力を重ねて、現在の科学と文明を作り上げてきた。生産力の低い段階

ではこうした生活環境改善の努力が自然の復元作用に吸収されて特に問題はなかった。しかし、この

50年あまり生産力が増大し、我々は豊かな生活を求めるあまり、グローパルな自然環境披壊を進める

に至った。二駿化炭素による地球温緩化、アロンガスによるオゾン麿の破壊、海洋汚染なと話棋に

事欠かない日ばかりといってよい。明日の世代を考えるとき、もう先送りに出来ない段階に達してい

るように思われる O

はーイ本どうしたらよいのか? は暖かい な

または にハシャ いるの ろうか?この

状 し、明日の JζL ど? そこ

と り、 の を し、 についてのべて し::'0

2 温室効果ガス

地球大気 をもっているといわる O 土昔話求の

地球自 る とのノてランスによっ

で求めると約 250

この涯をもたらすの

りして地表面で吸収さ

にあり、この

して
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に向けて発せら
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3 よ行 にいたる 。〉

3.1 現在の二酸化炭素のマスバランスについて

我々は化石燃料を燃やして大気中に一

ンである O 地球全体での マスノてランスは、

を放出している O この量は

海洋での

50僚ト

とそれぞれの間

の交換量である O 大気については炭酸ガス

の20年の平均として年約30億トン

とでノてランスを{呆って

スが崩れ、約 20億トンの

たがって、毎年約 70億トンの

中に蓄績されているので、

ない。しかし、化石燃料の消費にとも

るが、海洋において炭素の増加

アこ といわれている 1989)0 

より、約 6350 し、こ

している O 盤上については産業革命前では炭素は大気と

えられているが、近年では森林破壊によりこのパラン

れ、大気中に放出されていると考えられている O し

ら大気に放出されているn このうち毎年約 30億トンの炭

トンでなければなら

スは海洋にかなりの量が吸収されていると考えられ

タは得られていないので、ミッシングシンク(失われ

いずれにせよ大気中の二酸化炭素は蓄積されつつあり、今世紀初頭にすでにスエーデンのアルレニ

ウスとアメリカのチェンパリンが二酸化炭素の蓄積による地球温暖化の予測をしているが、実際のー

の系統的測定は 1958年にキーリングによって始められた(第 1図)。第 1関より、ハワ

イのマウナロアの観測地点における二酸化炭素の濃度の経年変化は、季節変動と長期にわたる濃度の

変化とを表している O 季節変動は植物の光合成、植物や土壌の呼吸に影響され、濃度の最大は春より

にかけ こり、
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1関

1958年以降、ハワイ島マウナロア山頂付近の観測所で、スクリップス海洋
研究所のキーリングが、米国海洋@大気局の協力を簿て継続観察を行った

を示したグラフである。ニ酸化炭素濃度が着実に増加していることが
わかる (Keeling，1983) 0 

2 
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第3図
南極ポストーク基地での氷床コアーの分析から得られた気温(実線)とニ

般化炭素濃度(被線)(Barnola et al， 1983) 0 
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は変動して、最終間氷期最盛期の約 13

あったこと、 (2)その後、最終氷期には

にはその濃度が約 300ppmまで上昇して

は現在よりず、っと低い値、時には 200ppmを

まわったこと、 (3)1万8000年以降の後氷期に、濃度は再び上昇し、現在に至っていることが示されて

いる O 二酸化炭素と温度変化が一見良く対応しているようにみえる、つまり、二酸化炭素の濃度の変

化に応じて温度変化が生じているように読み取れる O しかし、詳細に図をみると、二酸化炭素の濃度

と温度の上昇の時期は一致しているが、温度の下降にやや遅れて二酸化炭素の濃度の減少がみられる O

すなわち、温度変化が原因で二酸化炭素の濃度変化は結果であるといえる O では温度変化はなぜ生ず

るのかが説明されなくてはいけないがあとで述べたい。

化石燃料使用前にも現在問題にされている規模での二酸化炭素の濃度変化があったことが知られて

いる O その原因である温度変化はグローパルな変動と関係するはずであるから、地球規模の長い期間

における二酸化炭素濃度と気温変化の関係を考察しなくてはいけなしユ。増田 (1989)，Berner (1990) 

などの研究結果により、過去6f意年における気候変動、海水面変動、火成活動と二酸化炭素の濃度変

化との関係を表したのが第4図である O この図より、先カンブリア紀末期より古生代後期、古生代後

期より現世に至る二つの大きなサイクルが認められ、火成活動の活発なときは海水面が上昇し、気温

が高く、一 も高い。火成活動が不活発のときは、海水面が下降し、気温がイ尽く氷河が発

し、二酸化炭素濃度が低い。これらグローパノレな現象の変化が相互に関係していることが知れる(次

に続く)0 
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第4図
過去 8億年の二酸化炭素濃度、気温、海水準、火山活動の各変化。二酸化炭
素濃度変化は現在の濃度を 1として相対濃度を表し、横軸は時間(百万年)
を意味し、各変化に共通している(増田， 1989: Berner， 1990などによる)。
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